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ております注意事項を遵守し、お静かに傍聴していただきますようにお願いをいたします。 

────────────────────────────────────────── 

日程第 １ 一般質問 

○議長（藤井裕一君） 

 日程第1、一般質問を行います。 

 順次発言を許します。 

 ８番 古橋智樹君。 

［８番 古橋智樹君登壇］ 

○８番（古橋智樹君） 

 おはようございます。 

 昨日、議会初日に藤井議長と坪井市長から熊本震災被害へのお言葉がございましたが、私から

も、震災により亡くなられました方々へのお悔やみと被災されました皆様方に心からお見舞いを

申し上げる次第であります。 

 それでは、平成28年第２回定例会に当たり、通告に従いまして一般質問を行います。 

 まず、第１点目の遠くなった救急搬送路の対応と東西幹線道路の広域的責任について伺います。 

 土浦協同病院が、ことし３月から土浦市おおつ野区へ移転したことにより、土浦市の市街地か

ら遠くなった救急センターの現状であります。当かすみがうら市の千代田地区や石岡市、小美玉

市の一刻の猶予も許されない救急患者の命を救うために、行政の速やかな対応を引き続き求める

ものです。 

 これらのことから、１つに、さきの防災計画や交通関連計画等が前年度に再策定されましたが、

その計画の中身には総合病院の移転対策が一言たりと見かけませんが、今後はこの問題に対し、

真摯に対応する意思があるのか、そして、その対応期間をどのように対応すべきかを伺います。 

 ２つに、この事案の根本的な解決策として、広域的な東西幹線道路の計画の進捗と意思決定を

誰が果たすべきなのか伺います。 

 次いで、第２点目、市街地の社会資本整備計画と土地用途見直しで地域活性化をについて伺い

ます。 

 当市の実行された合併事業は、税収面に直接結びつけるものはございませんでした。 

 今後は、神立駅舎や駅前区画整理や神立停車場線の整備事業にあわせて、市街化区域全体の再

点検を論議し、総合計画や都市計画のローリングが最適化するようお尋ねするものであります。 

 特に今回は、市街化区域の中で、学校や各種病院、スーパーマーケットが備わった４町歩ほど

の未利用地もある大字新治地区に、安定した雨水排水の整備を行い、その土地利用を高め、ひい

てはこの大字新治地区の新規住宅地整備のご評価をいただき、人口減少抑制と税収効果を目指す

べきと提言するものであります。 

 また、当市にとりまして千載一遇の神立停車場線整備に伴い、その道路周辺の土地利用をどの

ように組み立て、このまたとない地域活性のチャンスをものにできるのか尋ねるものです。 

 １つに、大字新治地区市街地や下稲吉小学校の雨水排水等のふえる需要に対する具体的な対応

計画が現在のところ見当たりませんが、今後どのように対応するか伺います。 

 ２つに、神立停車場線を初めとした新たな需要に地域活性・防災面を考慮した土地用途の見直
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し等を計画しているのか伺います。 

 次いで、第３点目、子どもの人間形成に果たす地方創生の責務～家庭教育と学校教育について

伺います。 

 地方創生が狙う地方の人口減少抑制策は、当市において観光事業や企業誘致といった国の指針

に準じた内容で事業化されています。 

 さらには、郷土愛を温め直そうという同窓会などへの補助事業も計画した経緯もございました。

故郷に振りかえるとき、まさに育った家庭の愛情とともに、今現在のかすみがうら市の評判が、

Ｕターンのきっかけとなるものでありますから、私も、かすみがうら市の歴史や夢や誇りを紡ぐ

ことに貢献できればと、気持ちを初心に返り、本議会の質問に臨むものでもございます。 

 地元の義務教育を終えれば、新天地となる高等学校から大学や就職と社会進出をすれば、希望

を持って大都市に一度は出たいと誰しもが思うことであります。大都市に出て、自分のちっぽけ

な存在に気づいたとき、実家で育った愛情を思い出し、その瞬間にどれだけ郷土からの愛情を思

い出してくれるのか、その郷土からの愛情こそ、愛郷教育でございます。 

 その愛郷教育は、義務教育課程の中で、児童生徒と教師との意思疎通が運よく図られ、よき思

い出となることもあれば、大概の思い出は教師の職業としての立場もあり、児童生徒も一過性の

記憶の中で過ぎ去っていくことが多々でございます。 

 今回はそういった視点の中で、どれだけ行政がその記憶に残すことができるのか、これから育

つ少数精鋭の子どもたちが持つ故郷への愛情に貢献できるのか、子どもたちの心の支えになれる

のか、現実的な教育の現状を補う行政となれるのか、地方創生の目的に貢献できる教育行政であ

るのか尋ねるものであります。 

 １つに、市内学校に均等割に充てる家庭教育の補助交付や講座教室開講等の対応により、地域

を担う子どもたちに地方創生の意義もあわせ、計画と責任が全うできているのか、今後のカリキ

ュラム、予算等をどのように計画対応するのか伺います。 

 ２つに、当市の子どもたちへの学力体力テストの結果分析から教科等の創意工夫として、幼児、

小学校、中学校と今後、カリキュラム、予算等をどのように計画対応するのか伺います。 

 以上で第１回目の質問といたします。 

○議長（藤井裕一君） 

 答弁を求めます。 

 市長 坪井 透君。 

［市長 坪井 透君登壇］ 

○市長（坪井 透君） 

 古橋議員の質問にお答えいたします。 

 初めに、１点目１番、救急搬送路の対応については土木部長からの答弁とさせていただきます。 

 次に、２番、広域的な東西幹線道路の計画の進捗等につきましてお答えをいたします。 

 土浦協同病院の移転開院によりまして多くの市民、近隣市からの自動車や公共交通機関を利用

して通院する方々、さらには、救急搬送においては365日、24時間対応することから、広域的な

救急搬送に対応した幹線道路の整備は、重要かつ緊急な課題として考えているところであります。 

 計画の進捗につきましては、土浦土木事務所を交えまして石岡・かすみがうら河川・広域道路
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整備促進協議会総会を７月に開催をし、現在検討しているルートについて、地域ビジョンの明確

化と共有化を図り、本市が積極的な取り組み姿勢を示し、早急な意思決定をしてまいりたいとい

うふうに考えております。 

 検討ルートの詳細につきましては土木部長から、次に、２点目１番、市街地の雨水排水につい

ては上下水道部長から、２番、土地の用途地域の見直しについては土木部長から、３点目、子ど

もの人間形成に果たす地方創生の責務につきましては教育長からの答弁とさせていただきます。 

 以上でございます。 

○議長（藤井裕一君） 

 教育長 大山隆雄君。 

［教育長 大山隆雄君登壇］ 

○教育長（大山隆雄君） 

 ３点目１番、今後のカリキュラム、予算等の計画的対応についてお答えいたします。 

 家庭教育学級は、地域の宝である子どもたちを健全に育成するため、子どもの教育や人格形成

に最終的な責任を負っている家庭の教育力を向上させるための事業でございまして、市内の各小

中学校に委託、１校当たり５万円という形で、学校デビューする小学１年生の保護者と新しい環

境に変わる中学１年生の保護者を対象に、年５回程度、講演会、研修会、親子教室などを実施し

ております。これらの活動を通して、子育てについての知識やノウハウなどを学んでいただくこ

とも大切ですが、何よりも保護者同士のネットワークづくり、お母さん、お父さんたちが子育て

の悩みなど、気軽に相談できる友達をつくる場所づくりが、一番の目的であると考えております。 

 また、主に学校を会場にしていることから、気軽に学校を訪問する機会を設けることで、学校

を身近に感じてもらったり、学校の状況や学校での自分の子どもたちの様子がわかったり、先生

方と風通しのよい環境を築くきっかけになるなど、学校と家庭の連携をつくる一助になればと感

じております。 

 毎年、事業の趣旨をご理解いただいた上で、学校ごとに研究主題と事業計画を立て、事業の運

営をしていただいております。それぞれバラエティーに富んだ内容になっていると感じておりま

すが、議員ご指摘の愛郷教育につきましては、まさに、このような親子の学びの場にふさわしい

テーマであると考えますので、本市まち・ひと・しごと創生総合戦略の重点プロジェクトである、

子どもミライプロジェクトとの連動も視野に、各校とテーマの調整を進めてまいりたいと考えて

おります。 

 なお、今年度は、いじめや差別防止の一助とするため、委託の条件として、人権教育に関する

内容を１回以上実施する旨、委託の条件に加えさせていただいております。 

 ３点目２番、学力体力テストの結果分析からの今後のカリキュラム、予算等への計画的対応に

ついてのご質問にお答えいたします。 

 学力体力テストにつきましては、国が実施する全国学力・学習状況調査、県が実施する学力診

断のためのテストと体力・運動能力調査を毎年実施しているところです。 

 全国学力・学習状況調査につきましては、教育委員会、学校において、調査結果を十分活用し、

児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、その改善を図るなど、学校における教育指導の充実

や学習状況の改善に役立てることが重要であるとされております。このため、教育委員会では分
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析・支援プランを、各学校では分析・改善プランを作成し、効果的に学力向上を推進していると

ころでございます。 

 また、学力診断のためのテストにつきましては、児童生徒の教科内容の理解の程度や問題解決

能力の実態を明確にし、学力水準の向上を図ることとされており、各学校で結果を分析し、課題

を把握して次年度に作成する学校改善プランにおいて、学校改善のための方策の検討、実施及び

検証により効果的な学力向上を推進しているところでございます。 

 さらに、体力・運動能力調査につきましては、健康の保持増進と体力の向上の必要性について

理解を深めるとともに、体育の指導の改善とその充実に資することとされておりまして、結果の

分析から毎時間の体育の授業の工夫（準備運動などで年間を通して体力アッププログラムを導入

するなど）を行うことにより、体力向上の対策を講じているところでございます。 

 以上のように、各テストの結果につきましては、それぞれ学校での分析に基づく改善策の実施、

さらに、教育委員会としても市全体の傾向を分析し、授業力の向上が図れるよう、教職員の研修

を実施するなど、学校を支援するとももに、その対策に費用が生じる場合は予算の確保に努めて

まいりたいと考えておりますので、ご理解のほどよろしくお願いいたします。 

 また、結果の公表につきましては、全国学力・学習状況調査では、実施要領に基づき公表をす

ることは可能でありますが、本市におきましては、学校の序列化や過度な競争が生じるなども懸

念されることなどから、非公表としておりますので、ご理解をいただきたいと思います。 

 さらに、小学１年生の授業において、国語の時間が１日２時間の日もあるなど、時間数が多く

なっている件についてお答えいたします。 

 小学校の各教科等の授業時数につきましては、学校教育法施行規則第51条において標準とする

授業時数が規定されているところです。国語の授業時数は小学校１年生では、年間授業時数が

306時間数、２年生が315時間数、３・４年生が245時間数、５・６年生が175時間数と、学年が上

昇するに従い減少し、減少した時数については、社会や理科などの他の教科に移行するようなこ

とになっております。低学年では学力の基礎的な力を養う必要があることから、国語の時数が多

く規定されているものと思いますので、ご理解いただきたいと思います。どうぞよろしくお願い

します。 

○議長（藤井裕一君） 

 土木部長 渡辺泰二君。 

［土木部長 渡辺泰二君登壇］ 

○土木部長（渡辺泰二君） 

 １点目１番、総合病院の移転対応策等についてお答えをいたします。 

 広域的なアクセス道路の形成につきましては、現在、国の補助事業を活用し、新治地内から東

京製綱脇、第２千代田南団地交差点まで、平成29年度完成を目途に整備を進めているところでご

ざいます。 

 また、土浦市でも、田村沖宿線延伸道路の整備を進めており、この事業により当市から国道

354号土浦バイパスおおつ野団地入り口交差点までが接続され、広域的なアクセス道路が形成を

されます。 

 次に、１点目２番の検討ルートでございますけれども、土浦土木事務所を交え、石岡・かすみ
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がうら河川・広域道路整備促進協議会総会で示されるルートでございます。 

 千代田大橋から石岡市大原地内を通過、県道牛渡馬場山土浦線に接続するルートがございます。 

 さらに、石岡市府中橋から国道６号までの路線に付随する関連道路の構想ルートについてでご

ざいます。 

 これら道路を整備することにより、土浦協同病院への広域的なアクセスを初め、災害時には避

難路や救援物資の輸送路としての役割も期待をされます。 

 また、広域幹線道路整備につきましては、広域的な地域の総意の盛り上がりが必要であり、広

域連携を念頭に、さまざまな角度から検討と検証を行い、今後の方向性を決定してまいりたいと

考えているところでございますので、ご理解を賜りたいと存じます。 

 次に、２点目２番、神立停車場線を初めとした新たな需要に地域活性・防災面を考慮した土地

の用途地域の見直し計画についてお答えをいたします。 

 神立停車場線の計画交通量は１日8,000台と見込んでおり、県都市局の指導により、おおむね

5,000台を超える県・市道は、両側沿線30メートルの範囲を第一種住居地域・第二種住居地域・

準住居地域・近隣商業地域・準工業地域のいずれかの指定を行うこととされております。 

 これらを踏まえ、当該街路整備事業着手と同時に用途地域の見直しに着手し、現在、都市計画

の決定に向け作業を行っているところでございます。 

 今回の変更予定区域の背後には、第一種低層住居専用地域と第一種中高層住居専用地域として

高さ10メートルまでの建築物、500平方メートル未満の商業施設とかの制限を有する良好な住環

境を保護する地域が控えており、この環境との調和を第一に考えます。さらに、基本的には現行

より用途規制を緩和するものであることから、幹線道路の沿線として、高さ制限の解除や3,000

平方メートルまでの中規模な商業・業務施設の立地を容認することができ、かつ地域活性化が図

れると思われることから、第一種住居地域として指定することで計画を進めているところでござ

います。 

 また、本停車場線における防災面については、総園長2,074メートル、幅員18メートルを有す

るため、十分な機能は得られるものと思われます。 

 あわせまして、土浦かすみがうら土地区画整理一部事務組合により進めております土地区画整

理事業区域、当市エリア約0.9ヘクタールにおいて、初めての試みとなります防災に強いまちづ

くりを目指した準防火地域の指定を平成29年度目途に進めているところで、内容の精査が図られ

た段階でお示しをしたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（藤井裕一君） 

 上下水道部長 堀口家明君。 

［上下水道部長 堀口家明君登壇］ 

○上下水道部長（堀口家明君） 

 私からは２点目１番、雨水排水整備についてお答えいたします。 

 ご質問の区域でございますが、霞ケ浦湖北流域関連かすみがうら市公共下水道事業計画におい

て、千代田地区４排水区のうちの下稲吉排水区として計画されておりますが、現在の整備状況は、

雨水排水の全ての需要に対応できているわけではございません。 
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 今後さらに、宅地化が進むと考えられますので、関係部署と協議し、雨水排水整備計画を見直

してまいります。 

 また、近年の豪雨による浸水被害がありました逆西排水区について、業務委託による調査を行

い、より効果的な雨水排水整備を進めることとしております。 

○議長（藤井裕一君） 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 それでは、順次再質問をさせていただきます。 

 まず、第１点目の救急搬送路と東西幹線道路の広域的責任についてをお尋ねしますが、先ほど、

まず市長からご答弁のありました石岡市とかすみがうら市の幹線広域道路整備促進協議会のほう

が設立をなさって総会を開催されたということで、私が伺った情報では先般、石岡市さんの豪雨

災害のときのＳＥ対策として国会などに産業建設の委員長と陳情に行かれて、その事業化がなっ

たということの協議会かと存じるんですが、これは間違いですか。 

○議長（藤井裕一君） 

 市長 坪井 透君。 

○市長（坪井 透君） 

 先日行ったのは、恋瀬川の高倉から上流部の改修が認可になったものですから、その関係で行

ったものでございます。 

○議長（藤井裕一君） 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 すると、あくまでも境界にまたがるものということで、私が今、先ほど申し上げたことは、ま

た違うんですね。 

○議長（藤井裕一君） 

 市長 坪井 透君。 

○市長（坪井 透君） 

 広域幹線と、それから、河川幹線道路につきましては石岡市と一緒になって総合的に進めてい

る協議会でございます。それ等も含めてというふうなことであります。 

○議長（藤井裕一君） 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 要は、私が今回お尋ねしているおおつ野までの道路が、いつ、まずこの促進協議会で議題とな

り得るのかというところが気になるんですが、何かそういうめどは何か、もう事務局とご相談い

ただいているんでしょうか。 

○議長（藤井裕一君） 

 土木部長 渡辺泰二君。 

○土木部長（渡辺泰二君） 

 来月の７月14日にこの協議会の総会が石岡市で開催をされます。その中で、先ほどから答弁を
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しておりますように、土浦土木事務所を交え、２つのルートの提案がされるというようなことで

進めております。 

○議長（藤井裕一君） 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 １つは、私も言っている道路のことなんですが、２つというのはもう一度、もう一つは何です

か。 

○議長（藤井裕一君） 

 土木部長 渡辺泰二君。 

○土木部長（渡辺泰二君） 

 石岡市の府中橋から県道石岡つくばバイパスが国道６号まで完成をしてございます。それから、

市道６－0006号線のほうへ接続するというようなルートが１つ検討をされてございます。 

○議長（藤井裕一君） 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 それは、いわゆる国体道路の延伸の農免道路に接続という部分ですか。 

○議長（藤井裕一君） 

 土木部長 渡辺泰二君。 

○土木部長（渡辺泰二君） 

 はい、ご指摘のとおり接続をされますと、議員ご指摘のように今現在進めております６号線か

ら東京製綱工業団地のほうに結ぶ道路になります。 

○議長（藤井裕一君） 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 土木部長の答弁の中に、新治地内からおおつ野へ向かって整備しているという、その新治地内

というのは、具体的にもうちょっと何新治なのかご説明、補足説明いただけますか。 

○議長（藤井裕一君） 

 土木部長 渡辺泰二君。 

○土木部長（渡辺泰二君） 

 新治橋から下稲吉のほうに向かいますと、新治橋の坂の上まで道路改良工事が現在進んでござ

います。その坂の上から今現在、道整備交付金で進めてございます路線ということでご理解をい

ただければと思います。 

○議長（藤井裕一君） 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 要は、渋滞緩和とかになる道路なのかと市民としては期待したいところなんですが、その拡幅

だけなのか救急路としての性能を上げるための拡幅だけなのか、どの程度の道路改良なのかとい

うのがちょっとわからないんですけれども、ご説明をお願いします。 
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○議長（藤井裕一君） 

 土木部長 渡辺泰二君。 

○土木部長（渡辺泰二君） 

 現在の市道６－0006号線につきましては、センターラインの設置をされていない道路がござい

ます。今現在、工事を進めている内容といたしましては、片側車線３メートルでセンターライン

が当然設置をされますし、片側に歩道がつきます。さらに、その結果、歩行者の安全も確保がで

きるというような改修工事を今、進めてございます。 

○議長（藤井裕一君） 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 ちょっと私も漠然と場所がつかみ切れないないところがあるんですけれども、その歩道の安全

ということで、新たにガードレールを設けるとかそういうことはないとは思うんですけれども、

まずはそれあるんですか、そういうことはなしに幅員が広がって歩道としての幅が確保できると

いうことだけですか。 

○議長（藤井裕一君） 

 土木部長 渡辺泰二君。 

○土木部長（渡辺泰二君） 

 歩道につきましては、歩車道境界ブロックが車道側に設置をされますので、通行車両が歩道に

入るというようなことを遮るための歩車道境界ブロックを設置をいたします。 

○議長（藤井裕一君） 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 その道路は、事由としては交通量が何か渋滞があったりとか、子どもの通学路であったりとい

うその実態はどうなんですか。 

○議長（藤井裕一君） 

 土木部長 渡辺泰二君。 

○土木部長（渡辺泰二君） 

 石岡方面から土浦千代田工業団地のほうに向かう朝夕は特に交通渋滞も発生し、利用者は多い

というように認識をしてございます。 

○議長（藤井裕一君） 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 今、その私が今回２番目で聞いている大字新治地区のカスミストアーの脇の渋滞は、大分市民

の皆さん初め、アクセスされる皆様方にご迷惑をおかけしているわけなんですが、そういうもの

には効果があるんですか。 

○議長（藤井裕一君） 

 土木部長 渡辺泰二君。 

○土木部長（渡辺泰二君） 
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 先ほどから説明してございます西部ルートにつきましては、今、ご指摘の渋滞の解消には直接

はつながるものではございません。 

○議長（藤井裕一君） 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 それで、本題の趣旨に戻るんですが、総合病院のほうが移転３カ月経過しております。私は救

急搬送は特に千代田地区は遠くなったわけでして、もちろん遠くなったのは千代田地区だけの問

題ではなくて土浦市であったり石岡、小美玉市も同様でございます。 

 そういった救急搬送の状況もおわかりでしたら、それもあわせて当市のかすみがうら市消防本

部としての３カ月経過した中の現況はいかがでございましょうか。消防長にお尋ねしたいと存じ

ます。 

○議長（藤井裕一君） 

 消防長 井坂沢守君。 

○消防長（井坂沢守君） 

 ただいまの質問にお答えいたします。 

 ３カ月転院前の12月から２月28日まで、415件と移転後の３月１日から５月30日、445件、これ

は全件数なんですけれども、これは検証してまいりました。時間につきましては、現場に着いて

から病院に着くまでの時間を利用件数等の全件数の中から平均を出してきまして、若干ですけれ

ども、病院移転後のほうが時間がかかっています。かかっている理由につきましては、土浦協同

病院さんの事務のふなれな面が１番ということです。電話をしてもなかなか医師につながらない

という移転後の病院の運営上のふなれな部分が、職員に聞いたところ、そこにロスタイムがかな

り出ていると。その次につきましては、古橋議員に出してありますように距離が延びたというよ

うなことで、この２点が現状到着から病院収容までの時間の延伸になっていると思っています。 

 以上です。 

○議長（藤井裕一君） 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 また、消防長にお尋ねしたいんですが、病院側の運用がまだなれていない部分と遠くなったと

いう搬送路の実態あわせて、急患の方でそういうことでリスクが高まってしまったというような

実例、実態は何か消防長の把握している中では何かございますか。 

○議長（藤井裕一君） 

 消防長 井坂沢守君。 

○消防長（井坂沢守君） 

 ただいまのご質問につきましては、特段時間がかかることによって起きたという内容について

は、現在自分のほうでは把握してございません。 

 以上です。 

○議長（藤井裕一君） 

 ８番 古橋智樹君。 
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○８番（古橋智樹君） 

 市長にお尋ねしますけれども、この件は、この救急搬送路が中貫の交差点を軸におおつ野まで

向かわれているということは、小美玉市さんも課題であるかと思うんですけれども、小美玉の市

長なりと、また当市として、そういう実態を取り組みたいから小美玉市さんのほうにもご協力い

ただけないかと、そういう働きはなさっておりますでしょうか。 

○議長（藤井裕一君） 

 市長 坪井 透君。 

○市長（坪井 透君） 

 近隣市町村では、小美玉市さんとはまだ具体的に詰めた話はしたことはございませんが、話題

としては出ております。特に先ほどの話の石岡市とは、これは非常に共通する環境がございまし

て、石岡市とはたびたびそういった中で公式に協議に話をさせていただいて、実務的には担当者

のほうが話は進めているような状況でございます。 

○議長（藤井裕一君） 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 小美玉市はもちろん、国、そして、茨城県にも実務的にも相談あるべきだと思うんですが、市

長公室長、上級庁の国、県にはこういう実態はどのように伝え、見解はいただいているわけでご

ざいましょうか。 

○議長（藤井裕一君） 

 市長公室長 木村義雄君。 

○市長公室長（木村義雄君） 

 お答えをさせていただきます。 

 まず、やはり広域的な連携の中で、先ほど市長からもお話がありましたように、石岡と再度こ

ういった協議会が立ち上げができたということでございます。非常に広域的な幹線道路としての

位置づけ等もございますので、県土木のほうにもこういう方向で進めていきたい旨のお話はさせ

ていただいております。 

○議長（藤井裕一君） 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 この件に関しては、市長が急ぎ采配を振るわれているということでございますので、一刻も早

くおおつ野まで安定した道路を結んでいただきたい、そのためにも促進協議会で、より実務的な

議題として図られることをお願い申し上げます。 

 当市が合併した折も、合併特例債事業の跨線橋事業ですが、当時と違いまして、今はもう病院

が移転しているわけですから、もう当時の大義に比べたら格段に理由があるわけでございますの

で、そういうことをより一層国、茨城県にご理解いただきまして、広域的な役割を担うためにも、

かすみがうら市長として坪井市長には采配をご期待申し上げたいということで、次の質問に移ら

せていただきます。 

 ２点目の市街地、特に大字新治地区の社会資本整備、それと、神立停車場線の周辺道路の土地
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用途の見直しということで再質問させていただきますが、ご答弁の中でありました準防火地域と

いうことなんですが、これのちょっとメリットを簡単にご説明いただけますでしょうか。 

○議長（藤井裕一君） 

 土木部長 渡辺泰二君。 

○土木部長（渡辺泰二君） 

 お答えをいたします。 

 準防火地域につきましては、壁等の素材を指定をいたしまして延焼を防止するというようなこ

とで、制限がかかるような内容になります。詳細につきましては、後ほど資料として提出をさせ

ていただければというふうに考えます。 

○議長（藤井裕一君） 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 まず、神立停車場線のほうから再度伺うんですが、用途の見直しで第一種住居地域指定という

ことを想定されているというご答弁ございました。私もその選択は、住居と各種商売の業種の制

限とかが、ほどよくバランスがとれている用途地域かなというふうに思うわけでございます。や

はり駅前ですから、駅前のメイン通りとなるわけですから、ただ閑静な住宅街というのには惜し

い。それで、商業、いろいろな商業まで自由ということになると、これまた既にお住まいの皆さ

んのご心配もふえてしまう。そのちょうどいいバランスをとった選択だと思います。 

 ただし、法律にはどうしても抜け穴もございまして、これでその神立停車場線にかかわるお住

まいの皆さんが100％満足するようなということが、どうしてもいろいろな問題も発生してしま

うリスクもあるわけですが、１つ例を申し上げますと、私が今、住んでいるところは市街化区域

の中でも準工業地域です。国道の１桁の６号線なんですけれども、目の前に住んでいるんですけ

れども、市街化区域とはいえ、いやもう騒音、振動がひどいということで、もう再三これまで質

問しておりますけれども、そういう環境の中でも、だから、私も一人の父親として子育てをする

中で、毎朝近ごろは自転車で朝飯前にサイクリングをしてくるんですけれども、国道６号につい

ては歩道もある程度幅もあり、問題ないんですけれども、いろいろな谷津田のほうをおりてみた

り回ってくるわけですけれども、近所にラブホテルが２件もございまして、あれだけ近い距離で

すから、どうしても自転車のサイクリングコースに適したコースを通れば、そのラブホテルのす

ぐ脇を毎朝子どもと自転車で歩いているわけですよ。私は別にともかく、何の無垢な子どもに、

この建物は何だと説明したことはないですけれども、でき得るならば本当に、別に悪い設備だと

は言っていませんよ。もちろん認められて建てている事業の建物で固定資産もたくさん恐らく納

めていただいている建物ですから、いいんですが、どうしても、どうしてこの古くからある集落

にもかかわらず、この近隣の集落からもうちょっと距離が置けなかったのかなと思うわけなんで

すよね。何のために建築許可の行政の職員、事務吏員がいて、トータルのバランスを考えて、も

うちょっとできなかったのかなと、本当に子どもを育てる父親として、本当にやるせない思いで

はあるんです。 

 その趣旨をお酌み取りいただきまして、神立停車場線沿線を第一種住居地域として見直しされ

た後のイメージを持たれていただきたいんですが、制限は非常にバランスがとれているというこ
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となんですが、実際に建物が事務所貸し出しとかテナントを建てた場合の用途に関して、どのよ

うに市民の不安が出ないように抑制できるのかという、そういう運用が望まれるのかなと思う次

第でありますけれども、何かこのテナントを入居が社会的に余り歓迎されないような入居が折し

もあった場合に、備えられるというものが何か法を扱われる皆さんの裁量で、あるのかどうかお

尋ねしたいんですが、いかがでございましょうか。 

○議長（藤井裕一君） 

 副市長 横瀬典生君。 

○副市長（横瀬典生君） 

 それでは、お答え申し上げます。 

 ただいまのご質問は、周辺が整備され、そして、立地が可能な状態になった状態で起こる可能

性があるということに対して、どういうように考えているのかというようなお尋ねだと思います。 

 基本的には社会のルールに沿った対応をしていくというのが柱になってくると思います。もち

ろん、その時点では本来のような事案があれば、当然関係機関との協議をして対応を引き続きし

ていくということで、現在は理解をしているもので、どうぞよろしくお願いします。 

○議長（藤井裕一君） 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 例えば太陽光の事業の許可に関してだって、つくば市でああいう先例が起きて、大分太陽光の

事業者も苦労されておりますし、周辺の地域の不安は一定の排除はできているのかなと思います

けれども、太陽光に関しては地球の核排除とか、せんだっても、オバマ大統領と安倍総理が原爆

ドームの前で会見されたとおり、難しいかもしれないけれども、取り組んでいきますというよう

なことであるわけでございまして、当市にとってもそういう種々拡大、課題がある中で、副市長

にご答弁いただいたようなことも、非常に行政にとりましても難しい事案だと思います。日ごろ

からも注視、よくアンテナを張って情報を知り得るということが、最小限に抑えるという皆様方

のお務めだと思いますので、そういう副市長のご答弁の形で臨んでいただきたいということを願

うものです。 

 あと、神立停車場線には今、消極的な事案から再質問いたしたんですが、もう一つ積極的な事

案としてお尋ねしたいところなんですが、先ほども申し上げましたとおり、神立駅舎が建て直し、

そして、２町歩の区画、駅前区画整理も行って、さらに、神立停車場線幅員の立派な道路を国道

まで真っすぐつなぐという、またとない、かすみがうら市にとっての事業整備のチャンスでござ

います。 

 先ほど申し上げたとおり、駅おりて、ただひたすら閑静な住宅街、コンビニが点々と建ってい

るようなまちでは、やはりまちの魅力というものはないものでして、都市計画、まちづくりとい

う観点からは、やはりそこに住民のニーズに応えられるような、例えば公園であったり、川村さ

んも質問出していますけれども、また図書館とか、これまで合併前から、特に市街化区域の中で

は公園やら図書館が欲しいという意見はずっとあって、いまだに子どもから女性の方まで、そう

いうご意見を聞く機会もございます。 

 やはり駅前のメイン通りに何かしら、駅前降りたら、あそこの神立駅前にはこういうものがあ
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るんだよというイメージづくりが必要だと思います。一つのアクセントがですね、そういうもの

をやはり行政、ひいてはかすみがうら市長が、市民と道路周辺の皆さんのために土浦市長とご相

談になって、何かそういうものをイメージづくり、そして、そのイメージづくりによって市民に

夢や希望を持ってもらうということも大変大事だと思います。財源の厳しい、景気も悪い折です

から、じゃ、すぐに10億だ、20億だという予算はないかもしれませんけれども、ないならないに

優良な企業も工業団地の中にいらっしゃるわけですから、そういう筋から公施設でなくても私施

設としても何かそのメイン通りに、あのメイン通りにはこれがあるというものをやはり駅前に私

としてはぜひ、どこまでできるかそれはわかりませんけれども、取り組むということは必要だと

思いますけれども、市長いかがですか。 

○議長（藤井裕一君） 

 市長 坪井 透君。 

○市長（坪井 透君） 

 神立駅舎駅前の区画整理、それから、停車場線、これは大変この整備によってまち、市のイメ

ージは大きく変わると思います。大変私どもも期待をしております。そういう中で、やはり文化

的な面と商業的な活性化と、そういったものがバランスとれた形での地域づくりが求められるわ

けでありまして、土浦市と協働で進めておる事業でありますので、土浦市とも十分協議しながら、

今後いろいろ研究をしていきたいというふうに考えております。 

○議長（藤井裕一君） 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 それで、もう１点、大字新治地区の雨水排水のことでお尋ねするんですが、先ほども申し上げ

たとおり、当市の市街化区域の中で特にポテンシャル、潜在能力、可能性という意味でございま

すが、これを有しているエリアだろうと思います。 

 冒頭の質問の１回目のときに申し上げたとおり、千代田日立グループさんの使用される千代田

ハウスの跡地が恐らく２町歩ほどあるのかなと、それに合わせて隣にも２町歩ほどの市街化区域

の中に土地があって、合わせて４町歩もある。周辺は下稲吉小学校からスーパーマーケット２つ、

病院は内科、耳鼻科、歯科、眼科、それから、四、五百メートル歩けばゴルフ練習場があったり、

わかぐり運動公園もあるということで、非常にこれから土地を求められる方にとっては選択肢と

して、たくさん魅力の詰まった土地であろうとは思いますけれども、やはり土地の評判のベース

というのは、申し上げるまでもなく雨水排水であります。土地選びのときは、もちろん更地は雨

の降る日に見に行くという常套手段といいますか、これは大切なことがあろうかと思います。 

 また、そういうまちづくりの成功例として、つくばみらい市の駅前の区画整理や守谷市の住宅

街などは、皆さんもご承知のとおりフラットな地形ではなく、アールのある、勾配のある土地を

うまく使って整備され、雨水の排水が十分機能したようなことで、昨今評判としてある住みやす

さランキングだと評判がつながるわけでございますから、ぜひ新治地区も暫定的な整備ではなく

て、しっかり安定した整備を本来ならば社会資本整備計画として、国の補助などもいただきなが

ら、今現在の遊休地がすぐに動くような形になっていただきたいなと思うわけでございます。や

はりそういう評判が、ひいては地方創生の目指す人口減少抑制策につながるわけでございます。
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そして、当市のさまざまな評判にもつながるわけですから、まずはこの条件を雨水排水の整備を

すべきというふうに思います。 

 現状は先ほど上下水道部長からご答弁がありましたとおり、計画はあったものの実は雨水排水

については、実行されている部分が非常に小さい。汚水処理や下水道はもちろんありますけれど

も、雨水排水、これがままならない状況であります。さらには、その新治地区の私の申し上げた

遊休地の隣の調整区域のほうも、かつては住宅もいろいろ連担制度や既存宅地制度がいろいろ改

正になる前は宅地化したような経過もありまして、将来的にはやはり私が先ほどから申し上げて

いる４町歩が、全部もし売れてしまったなら、周辺がいろいろ連担で建たないだろうかと、そう

いう問い合わせも出てくる可能性もあるわけでございます。 

 今現状、スーパーマーケット２つもあって、正直言って、事業主からすればもっと住宅が欲し

いよとイメージしたと思います。まして出店したときに、ここは小学校もあって病院もあって運

動公園もあるわけだから、もっと伸びるんだろうと思って、そこに出店されたと思いますけれど

も、なかなかそれがままならない状況なのかというふうに思うわけなんですが、市長、今回あえ

て川村議員の関連でお尋ねした前回形もありましたけれども、特に千代田ハウスさんの跡地、日

立グループさんからの相談もあると思います。これを応えられるように整備するというのは、神

立停車場線のほうにも日立グループさん、土地を持っているんですよね。そういう意味では、取

引とは言いたくないですけれども、そういうことで新治地区を雨水排水ちょっと力入れて、何と

か神立停車場線のほうの先ほど言ったアクセント的なものを、シンボル的なものをご相談する一

つのきっかけとして、私は非常に有効だと思うんですけれども、いかがですか。 

○議長（藤井裕一君） 

 市長 坪井 透君。 

○市長（坪井 透君） 

 ただいまご指摘のいただいた、まず、日立さんとやはり相談をかけられておりまして、いろい

ろな法案をしていきたいというお答えをしています。前向きな形で進めております。 

 具体的には副市長のほうから答弁いたさせます。 

○議長（藤井裕一君） 

 副市長 横瀬典生君。 

○副市長（横瀬典生君） 

 それでは、ただいまの点、お答えをいたします。 

 今、雨水排除の関係でございますが、我々は常日ごろから、いわゆる雨水排除につきましては、

特に近年では減災ということをテーマにして取り組んでいるところでございます。 

 先ほどの事例の件につきましては、答弁を上下水道部長がしてございます。それは当然なこと

でございますが、それ以後も河川部、水路部については整備を続けていかなければいけないとい

う視点で実行しておりまして、全体として現在は雨水の局部的な見直しを図っているという、先

ほど答弁したとおりでございまして、それらに沿った速やかな対応をしていきたいというふうに

思っているところでございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（藤井裕一君） 

 暫時休憩します。約10分間、休憩します。 
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休 憩  午前１１時０１分 

──────────────── 

再 開  午前１１時１１分 

○議長（藤井裕一君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 それでは、引き続き再質問をいたします。 

 新治地区の社会資本整備に関連して、その地区に隣接します小学校の雨水排水のことをお尋ね

したいんですけれども、私が調べた限り、グラウンドも非常に雨水の排水が悪い。運動会のとき

は市内の小学校全部、市内に限りませんが、非常に豪雨で苦労されたかと思いますけれども、そ

の中でもとりわけ下稲吉小学校のグウランドの一部は、もう乾いたときには子どもたちの小さい

足跡がわあっとたくさんかちかちになった跡が残っているような、もう粘質化をしたようなグラ

ウンドでして、その下稲吉小学校の雨水排水ひもときますと、非常に流す場所が余りこれだとい

う場所が余りないんですよね。 

 その学校の敷地内の雨水排水の処理もあるかもしれませんけれども、それでは到底足りないよ

うな現況でありまして、１つ、そういう例を挙げますと、プールの水を交換するときに排水をそ

のまま栓をあけて流せないという、こういう学校側の引き継ぎ事例がありまして、流すときには

県道の反対側の農家の方に水を流すからというような引き継ぎ事項もあったり、あとはプール自

体の開栓をするんではなくてポンプでくみ揚げて道路の側溝に流すというような、余り望ましく

ないような状況もあるわけでございます。 

 そういうプールのことは何とかだましだましやっていけるのかもしれませんけれども、グラウ

ンドに関しては、これは子どもたちが大変かわいそうだと思うんですよ。そういう状況、教育長、

ごらんになったことございますか。 

○議長（藤井裕一君） 

 教育長 大山隆雄君。 

○教育長（大山隆雄君） 

 ただいまのご質問にお答えします。 

 先日、下小のグラウンドが議員ご指摘のような状況であるということをお聞きしましたので、

たまたま雨が降っていたので、状況がより鮮明にわかるのかなと思いまして、学校に行きまして

見ましたところ、確かに議員おっしゃるとおり排水の不備があるのかなというような状況で、か

なりでこぼこしているような状況で、あれが乾くと確かに子どもたちの運動面などに支障を来す

のかなという感想を持って見てまいりました。 

 以上です。 

○議長（藤井裕一君） 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 市長、下稲吉小学校の整備、もっと坪井市長にも力を入れていただきたいと思います。新しい
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校舎も建って、今まで自然浸透していた部分が減って、そういう雨の流れも新たにできるわけで

すから、給食室２億円の予算を確保するならば、こういうものはもっと早く取り組むべきだとい

うことを申し上げて、もう１点、評判を上げていただくように取り組んでいただきたいと思いま

す。 

 やはりこの雨水排水、特に千代田地区はいろいろ下稲吉地区、この新治地区もそうなんでしょ

うけれども、住宅地整備をした後に宅地化が進んだ中でいろいろ雨水排水が課題であったことも

事実でありまして、下稲吉に流れる逆川という周辺もいろいろあったかと思います。こういう面

が本当もっと改善が早くできていれば、今は大分よくなっておりますけれども、もっと守谷やつ

くばみらい市に少しは近づけるような住みやすさの評判がもっとできたのではないかなと思いま

すけれども、新治地区も隣の地区ですから、下稲吉の逆川の排水、大分苦労して行政も取り組ん

できました。特に副市長は、そういう関係部署で部門のリーダーとして采配を振るってきたと思

いますので、そういう反省を生かして、もう一度、新治地区とか下稲吉小学校の排水、評判が下

がらないように、どう努めていかれるのか一言ご答弁をお願いします。 

○議長（藤井裕一君） 

 副市長 横瀬典生君。 

○副市長（横瀬典生君） 

 それでは、引き続き雨水の関係でのお話でございますが、全体的にどのように対応を考えるの

かということでございます。 

 議員さんご指摘をされておりますとおり、幾つかの稲吉地区は特に水系がございまして、角来

池の方面、菱木川関係、それから、局所的には先ほど言いました下小の関係、そして、逆川の関

係と、それから、土浦方面への放流という、そういったところが大枠の中での話だと思っており

ます。 

 特に逆川あたりでは、まだまだこれから対応しなければならないことが多く残っております。

そしてまた、角来方面でも停滞するというところがございまして、それらも含めて全体的に雨水

プランが、どうこの後変わっていくか、そして、計画をどのようにすればよいかというのは、大

きな構想を立てていかなくてはならない。ただ、局所的にまずいところは、なるべく早く手当て

をしていくような方向は考えていかなければならないというふうに今、思っているものでござい

ます。どうぞよろしくお願いします。 

○議長（藤井裕一君） 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 川村議員も質問して、今年度継続費用で雨水排水の調査ですか、そういうものを早く納期をま

とめていただいて、速やかな対応をお願いしたいと存じます。 

 次いで、３点目の教育、そして、地方創生の関連について再質問をさせていただきます。 

 まず、１つ目の家庭教育の部分についてお尋ねしたいんですが、私は、これまでどちらかとい

うと保健福祉部に幼児教育という関連でお尋ねして、特段の幼児教育に取り組んでいただきたい

ということを申し上げてきましたけれども、保健福祉部もいろいろ介護初め、国からの事務の対

応で非常に大変だと思います。やはり創造的なプラスアルファの部分の事業としては、教育委員
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会が家庭教育と密接に幼児教育という部分をつなげて事業に反映させていただきたいというふう

に願う次第でございますけれども、１つ、事例をもって再度お伺いしたいところなんですが、先

般、皆様もご承知のことなんですが、国の１億総活躍会議でタレントでもある菊池桃子議員が、

ＰＴＡ活動が働く親に重荷といった発言をされて、これが思いのほか賛同者が多かったという実

態があります。これは景気の低迷や女性の社会進出ということで、それとともにＰＴＡ、そして、

家庭教育事業に求められるニーズというもののギャップからあらわれた評判であろうというふう

に私は分析しております。だからといって、ＰＴＡの範囲ですね、圧縮かけても、小さくすると

いうわけには、これは到底まいらないのは皆さんもご理解いただけると思いますし、いかに、そ

ういう状況の中で効果的に家庭教育を施すかというのが各自治体にとって、各自治体のそれぞれ

の状況に合わせた取り組みがなされるべきであろうと思います。 

 家庭教育という部分では、国の文科省が早くから取り組んで、当市もいろいろコーディネータ

ーを入れたりしたような事業であったり、そういうものは取り組んできておりました。大分私の

見た印象ですと、大分手間をかけているな、担当した者は大変だったろうな、まして国の補助で

ありますから、その後報告やら何やらと、そうなると非常に家庭教育事業の回転稼働率が悪くな

る。やはりもっとライトに気軽に、手軽にというようなスタンスで、来られる対象者の親御さん

たちにも気軽に集っていただく、なおかつその集っていただくことが大事でして、いくら内容が

一定のものを準備したって、人が来ないことには、その事業効果が生まれないわけでございます

から、余り重たい内容で来てくださいといっても、仕事で疲れたところに、ちょっとこれじゃな

って、働らかれているお母さん方にパスされてしまいますから、そういう対象のニーズも見なが

ら、気軽さ、手軽さという部分で参加者にちゃんとしっかり趣旨を伝えて協力いただくというサ

イクルを、今まで十分取り組んできたと思いますが、そういうサイクルで教育委員会の家庭教育

の部分についても、もうちょっと準備とかそういうのを背負い過ぎず、委託できるものは委託し

て、ディレクターとして、もっと事業のディレクターとして人がたくさんが集まって、その空気

を一緒に感じ取れるという、そういうイメージを持って取り組んでいただきたいなというふうに

思う次第です。 

 そういうことで効果を発揮しませんと、私が申し上げている愛郷教育ですね、人口減少の抑制

策というところになかなか結びつかない。非常に内容、手間暇、ディテールが緻密につくられた

事業ではあるけれども、とにかく人が気軽に来ないことには効果がなれさないのでありますから、

やはりそういった気軽さで、家庭教育というと非常に家庭教育でいろいろ悩まれている方にとっ

ては重たいですから、もっと教育委員会としては絶妙なバランスを目指して事業展開される。も

ちろん各学校も、先生方も含めてやらないとなりませんから、そういう意味で教育長、定義、

云々等を聞きたかったんですが、時間もありませんから、そういうスタンスで私はこれからの時

代は家庭教育、取り組むべきであろうというふうに申し上げますけれども、間違っていますか、

間違っていませんか、どうでしょう、いかがでしょう。 

○議長（藤井裕一君） 

 教育長 大山隆雄君。 

○教育長（大山隆雄君） 

 ただいまの古橋議員さんのおっしゃること、私は間違ってないと思います。今後ともたくさん
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の関係する親御さんたちが、気軽に学校にお集まりいただいて、子どもたちの教育にどう親がか

かわっていったらいいかということを、忌憚のないそういう意見交換の場になればいいのかなと、

そういうふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（藤井裕一君） 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 ぜひとも、そこに幼児教育も同期していただければなというふうに思うんですけれども、保健

福祉部長、そういう横の連携はいかがですか、教育委員会と。 

○議長（藤井裕一君） 

 保健福祉部長 金田克彦君。 

○保健福祉部長（金田克彦君） 

 議員ご指摘のとおり、今までは大分弱い部分があったかと思いますので、今後は幼児教育が捉

えた部分で横の連絡を密にしながら、幼児教育のほうに力を注いでまいりたいというようなとこ

ろで考えております。 

○議長（藤井裕一君） 

 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 そして、もう一つ、学校教育という点で、学力テスト、体力テストの結果を本来は我々議会も

第三者の優しい目を持ってご提言をしたいところなんですけれども、今の周辺教育行政の中では、

なかなかその開示が１番でもなければ、ちまたにうわさが聞こえてこないと思います。 

 私は、大山教育長がご答弁いただきました、そのテスト結果に基づいて先生方が計画して取り

組まれているということなんですが、その行政である以上、それがちゃんと効果ができているの

かということを、私は優しい目でお尋ねしなければなりませんので、その点はご理解いただきま

して、当市は前年比、そのテスト結果の前年比がどうなのか、その取り組まれていることがちゃ

んと効果が出ているのかということでご答弁いただきたいんですが、いかがでしょうか。 

○議長（藤井裕一君） 

 教育長 大山隆雄君。 

○教育長（大山隆雄君） 

 26年度比の27年度結果を見ますと、４年生から実施しているわけですけれども、その結果を見

ますと、26年度から27年度にかけては若干の伸びが見られたというような結果を得ております。

それから、中学校のほうでは、26年度の中学２年生が27年度にかけてかなり正答率が伸びて、こ

の結果が大変よかったということは、高校進学のほうにもいい結果が出たのかなと、そのように

理解しておりまして、議員おっしゃるとおり、その子どもたちの学力向上に努めているというこ

とから、少しでもいい結果を出したいということで、その思いが幾らかずつ出ているのかなと、

26年から27年度にかけての結果から、そのような考察をしております。 

 以上です。 

○議長（藤井裕一君） 
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 ８番 古橋智樹君。 

○８番（古橋智樹君） 

 私はかねがね教育に関する質問で、もうちょっと独自的な算数なり英語なりを展開したらどう

だということを言ってきましたけれども、基本的には悪く言えば、教育に関してはどうしても国

の下請的なところで教科をやらざるを得ないルールもありますから、そういう中で、先ほど１回

目の大山教育長の答弁で、国語は週に３回、１日２時限ある日が３回もある、週に、週５日の中

で、これまで教育長の答弁も、中根議員の質問の中でも、私の質問の中でも、もっと理数系に力

を入れたい、文科大臣も言っている、そう言ったけれども、実際は学習指導要領のルールで決め

られて、国語を１日に２時限も今、３回もやっているんですよ。それで、理解能力は上がります

けれども、やはり産業の素材になるものの考えがどうなのかなと、これからオリンピックやＴＰ

Ｐが履行されれば、ますます英語や算数やら重要になってくるわけですが、国語ばっかりやって

作家になる人は中にそういうことでふえるのかもしれないですけれども、私としては、やはり国

の皆さんの産業を支える少数精鋭であっていただきたいなと思うわけです。 

 うちの子どもも本当にきのうの話なんですが、算数の宿題を預かってきたんですよ。国語ばっ

かりやっているんですけれども、算数の宿題預かってきた。見たんですよね。そしたら、もうこ

んなに進んでいるのかと思ったんですよ。ということは、私はもっとその前段で算数をもっとシ

ンプルに繰り返しすり込むような、違ってもいいのかなと思ったんですけれども、ええ、もうこ

ういう考え方をやっているのかとびっくりしたんですね、小学校１年生が、そういうのが学習指

導要領なのかなと思いました。私はもっと、みんなみんな公文へ行ったりしているわけじゃない

ですから、もうちょっと１足す１とか１足す２とか、１足す３とか、そういうのをずらっと並べ

たのをまだやっている時期なのかなと思ったら、もうもっと先のことをやっているんですね。も

う足し算、引き算にでも展開できるような、意外と、もうこんなことを算数やらせているんだと、

そういうこともありましたので、これは全国基本的には同じことだというふうに理解したいんで

すけれども、少数精鋭の子どもたちがちゃんと少子世代ながらも国を支えていただくような人材

に育てるよう、学校教育のほうを努めていただきたいと思うわけでございます。 

 今回私は、地方創生という関連でのお尋ねしておりますので、再度お尋ねしますけれども、そ

ういう国の学習指導要領をもとに、特別な教育展開できない、それと、教育行政というのは何を

やるかというと、飯田部長が熱心にやっている学校の整備とか、あとは懸案事項になっておりま

す学校の児童生徒数の適正配置というんですか、教員の適正配置、通称、統廃合問題ですね、こ

れ例えて失礼な話かもしれませんけれども、同じ教員が、茨城県の職員として同じ給料もらうな

ら子どもの数少ないほうが、これは楽に決まっているわけですよね。子どもの数が少なければ、

愛郷教育なんていうのはいくらでも、そういう余裕があると思うんですけれども、担任として30

人から40人近くも預かった担任としては、これはトイレだ何だなんて、特に低学年なんかは言っ

たりして、愛郷教育、かすみがうら市いいところだよなんて、そんなことを到底教えられる時間

はないと思うんですよ。そういう意味では、やはり適正化の規模を進めるということが教育行政

の責任だと思うわけでございますよね。 

 そういう意味で、市長が総合教育会議の中で、しっかり足を突っ込んで教育長とともに采配を

振るいなさいという国の法律が変わったわけですから、まさに愛郷教育を目指すのならば、統廃
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合はいろいろなハードルがあったとしたって、それは進めなければならないというふうに改めて

申し上げるところです。 

［「そうだ」と呼ぶ者あり］ 

○８番（古橋智樹君） 

 やはり先生方の現状の組織が茨城県県職員という立場もあったりして、なかなか思うように人

間面では市長の意思はいかないところもあるかもしれませんけれども、統廃合に関しては市長や

はり責任が重大でございます。まだまだ熟慮が必要だと言ったら、その先もずっと熟慮が必要か

もしれません。市長になったからには仕事は決断です。市長が決めなければ、市民はみんな立ち

どまって待っているしかない。 

［「そのとおり」と呼ぶ者あり］ 

○８番（古橋智樹君） 

 市長がやはりここで指針を示す。今まで取り組んできた過去の道義的な決まりごとも立ち行か

なければ政策転換をする、そういう決断が市長の責任であろうというふうに私は思う次第であり

ます。 

［「そうだ」と呼ぶ者あり］ 

○８番（古橋智樹君） 

 まあどうしても、志筑小学校が場所的に中央でないということはご納得いただけないという判

断をするのならば、例えば千代田中学校の場所に千代田小学校を設け、千代田中学校は下稲吉中

学校と統合する。そういう政策転換の判断もあろうかと存じます。 

 市長、愛郷教育のためには統廃合は取り組まなければ、正面から取り組まなければならないわ

けでございます。今回、田谷さん初め、また質問あろうかと思いますので、事細かにはこの件は

お尋ねしませんけれども、統廃合をやはりまとめるということは人口減少抑制策でありませんか、

いかがでしょうか。 

○議長（藤井裕一君） 

 古橋議員、それは入っていませんよね。 

○８番（古橋智樹君） 

 お任せします。 

○議長（藤井裕一君） 

 じゃ、続けてください。 

○８番（古橋智樹君） 

 議長からちょっと通告の趣旨から外れているということでございますので、そのように耳にと

めていただきたいということを申し上げます。 

 やはり地方創生の目的のためには、限られた教育予算の中で最善策を簡単に選べれば、こんな

ありがたいことはありませんけれども、大概にして、この私のような若輩者が申し上げるまでも

なく、物事は消去法で最後は選ぶしかない、最善策を消去法で選ぶしかないんです。 

 それと同時に、今回お尋ねした家庭教育の事業も、こういうものも行革という観念の中で見な

がら、もっとコストパフォーマンスを検証するということも、前年どおりという、前年を検証し

ながらやるというのはいいんですが、もっと地方創生にどうすれば近道なのかということをご検
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証いただくことも必要かと思います。そういう中では、やはり給食室も自校方式とはいえ、１カ

所２億円で四、五百の給食分をつくるというのは、私はちょっと大き過ぎる。あくまでも自校方

式でやるなら、こんな２億円は必要ないだろうというふうに思う次第でありまして、後でその見

積もりとか設計書をぜひ見たいところであります。 

 学校の整備事業、そして、生涯学習課でやっているような事業のスリム化、コストパフォーマ

ンスをもっと高める、そういうことも地方創生に密接に効果があらわすべきものであろうという

ことを再度申し上げまして、私の一般質問を終わりたいと存じます。ありがとうございました。 

○議長（藤井裕一君） 

 ８番 古橋智樹君の一般質問を終わります。 

 続いて、発言を許します。 

 １番 櫻井繁行君。 

［１番 櫻井繁行君登壇］ 

○１番（櫻井繁行君） 

 皆様、こんにちは。櫻井繁行です。本日もどうぞよろしくお願いいたします。 

 ４月14日から断続的に続く熊本地震は、震度７を観測した熊本県熊本地方、阿蘇地方を中心に

甚大な被害をもたらしました。熊本地震により被害を受けられました皆様に謹んでお見舞いを申

し上げますとともに、お亡くなりになられました方々のご冥福を心からお祈りを申し上げます。 

 それでは、平成28年第２回定例会に当たり、通告に従い一般質問をさせていただきます。 

 初めに、本市におけるシティプロモーション事業について質問をさせていただきます。 

 何かと暗い話題の多い人口問題ですが、昨年、全国の出生数が100万5656人となり、５年ぶり

に増加となりました。さらに、１人の女性が生涯に出産する子どもの推移数である合計特殊出生

率も1.46と若干の回復を図っております。そのような希望の持てる話題も飛び込んできていると

ころでもございます。 

 昨年度、人口減少対策と地方創生という我が国が直面する大きな課題に対して、全国の自治体

では、それぞれの特徴を生かした、まち・ひと・しごと創生本部を設置し、創生総合戦略を策定

しております。全国の自治体共通の課題として、やがて迎える、人口減少社会の到来、少子高齢

化の進行、財政事情の問題などがあるのだと思います。 

 茨城県では、昨年10月に人口の将来推計を示す「人口ビジョン」を策定し、2060年の県民の人

口見通しを、合計特殊出生率などの改善を前提に、2010年度比74万人減の223万人と、施策の理

想的な実現を見込んだ、これも2010年度比でございますが、56万人減の241万人と、２パターン

を示し、人口減抑止のため、さまざまな施策を取り組んでいるところでございます。 

 この問題は、我々が住み暮らす、かすみがうら市においても例外ではありません。市の人口は、

平成７年10月の４万5288人をピークに、平成22年10月には４万3553人、平成27年10月の国勢調査

の速報値では４万2173人と減少を続けているようにうかがえます。 

 今後の本市の人口は、なだらかに減少に転じると予想がされておりますが、出生率を上昇させ

る施策や人口の社会増をもたらす施策に取り組むことが、人口減少の度合いを抑える上で最も効

果的であると思うところであります。 

 近隣地域を見てみると、土浦市では「つちまる」というイメージキャラクターや首都圏の鉄道


